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（春） 総合英語Ⅰ（a）【1】 （春） 総合英語Ⅲ（a）【1】

（春） 総合英語Ⅱ（a）【1】 （春） 総合英語Ⅳ（a）【1】

（秋） 総合英語Ⅰ（b）【1】 （秋） 総合英語Ⅲ（b）【1】

（秋） 総合英語Ⅱ（b）【1】 （秋） 総合英語Ⅳ（b）【1】

（春） 日本語１-Ⅰ【1】 （春） 日本語３-Ⅰ【1】

（春） 日本語１-Ⅱ【1】      （秋） 日本語３-Ⅱ【1】

（秋） 日本語２-Ⅰ【1】

（秋） 日本語２-Ⅱ【1】

（春）

（春）

(春） スポーツ健康学入門【2】

(春） スポーツとキャリア形成【2】

（春） 経営学【2】 （春） 障害者福祉論【2】 （秋） 情報リテラシーⅡ【2】 （秋） 生命倫理【2】

（春） 法学（日本国憲法）【2】 （春） 音楽文化論【2】 （秋） 人間とスポーツ【2】 （秋） 数学【2】

（春） コミュニケーション論【2】 （春） キャリアデザイン論【2】 （秋） スポーツレクリエーション論【2】 （秋） 基礎科学【2】

（春） 情報リテラシーⅠ【2】 （春） ＪＵＤＯ【2】（休講） （秋） 統計学Ⅱ【2】 （秋） 哲学【2】

（春） 統計学Ⅰ【2】 （春） （秋） 女性とスポーツ【2】 （秋） 多摩地域形成論【2】

（春） アスリートキャリア論【2】

(春） 生理学【2】

(春） 機能解剖学Ａ【2】 (春） 運動生理学概論【2】

(春） スポーツ哲学【2】 （秋） スポーツマネジメント論【2】

(春） スポーツ社会学【2】

(秋） ヘルスデザイン論【2】

(秋） スポーツ心理学A【2】

(秋） スポーツ史【2】

（秋） スポーツビジネス論Ⅰ【2】

（秋） スポーツコーチング論A【2】

（春） スポーツ実習入門【1】

（春） スポーツトレーニング論Ⅰ【2】 （春） スポーツ栄養学【2】

（秋） 衛生学【2】 （春） スポーツバイオメカニクス【2】

（秋） スポーツ法学Ⅰ【2】 （春） 体力測定・評価論【2】

（秋） 機能解剖学Ｂ【2】 （春） 学校保健【2】

（春） スポーツ産業論【2】

（春） ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論Ⅱ【2】

（秋） 予防医学概論【2】

（秋） 公衆衛生学【2】

（秋） 運動療法総論【2】 （春） リハビリテーション概論【2】 （春） 運動処方・負荷テスト【2】 （秋） アスレティックリハビリテーションⅡ【2】

（秋） スポーツコンディショニング論Ⅰ【2】 （春） 健康と疾患【2】 （春） スポーツ医学A【2】 （秋） スポーツ医学B【2】

（秋） アスレティックトレーナー概論【2】 （春） スポーツコンディショニング論Ⅱ【2】 （春） 生活習慣病と身体活動【2】

（秋） Health and Exercise Sciences【2】 （春） スポーツリスクマネジメント【2】 （春） 運動生理学【2】

（春） ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ指導論Ⅰ【1】 （春） アスレティックリハビリテーションⅠ【2】

（秋） ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ指導論Ⅱ【2】

（春） ジョギング・ウォーキング実習【1】 （秋） エアロビック運動実習【1】

（春） フィットネス・トレーニング実習【1】 （秋） 体力測定・評価実習【1】

(通） 健康増進施設実習【2】 （秋） 運動負荷テスト実習【1】

(通） スポーツ現場実習A【4】 （秋） 運動学実習【1】

(通） スポーツ現場実習Ｂ【4】 （秋） スポーツ医科学実習【1】

(春） スポーツリハビリテーション実習【1】

（春） レジャー論【2】 （春） スポーツと政治【2】 （春） スポーツジャーナリズム論（新聞）【2】 （秋） スポーツ政策論【2】

（春） スポーツ文化論【2】 （春） スポーツマーケティング論【2】 （春） マーケティングリサーチ実習【1】 （秋） スポーツビジネス論Ⅲ【2】

（春） 地域ｽﾎﾟｰﾂ経営論【2】 （秋） スポーツ行政論【2】 （秋） スポーツジャーナリズム論（放送）【2】 （秋） スポーツ消費者行動論【2】

（秋） スポーツ組織論【2】 （秋） スポーツ法学Ⅱ【2】 （秋） マーケティングリサーチ演習【2】

（秋） スポーツ経済論【2】 （秋） スポーツ取材論【2】

（秋） スポーツメディア論【2】

（集中） スポーツビジネス海外演習【2】

（春） トップアスリート論【2】 （春） スポーツ心理学B【2】

（春） 保健体育概論【2】 （春） スポーツ戦略・戦術論【2】

(秋） スポーツトレーニング論Ⅱ【2】 （秋） スポーツ運動学【2】

（秋） スポーツコーチング論B【2】

(秋） ダンス実習【1】 （春） 器械運動実習【1】 （春） バレーボール実習【1】 （春） 陸上競技実習【1】

(秋） ダンス指導論演習【2】 （秋） 器械運動指導論演習【2】 （秋） バレーボール指導論演習【2】 （秋） 陸上競技指導論演習【2】

（春） 柔道実習【1】 (春） 体つくり運動実習【1】 （春） テニス実習【1】 （春） スイミング実習【1】

(秋） 柔道指導論演習【2】 (秋） 体つくり運動指導論演習【2】 （秋） テニス指導論演習【2】 （秋） スイミング指導論演習【2】

(春） 剣道実習【1】 （春） サッカー実習【1】 （春） ソフトボール実習【1】 （春） ハンドボール実習【1】

(秋） 剣道指導論演習【2】 （秋） サッカー指導論演習【2】 （秋） ソフトボール指導論演習【2】 （秋） ハンドボール指導論演習【2】

（春） バドミントン実習【1】 （春） バスケットボール実習【1】

（秋） バドミントン指導論演習【2】 （秋） バスケットボール指導論演習【2】

（集中） 野外教育実習（スノ－）【1】 （集中） 野外教育実習（マリン）【1】 （集中） 野外教育実習（キャンプ）【1】

（集中） スポーツコーチング海外演習【2】

（通） 専門演習Ⅰ【4】 （通） 専門演習Ⅱ【4】 （通） 専門演習Ⅲ【4】

スポーツ健康学部カリキュラム　＜2018年度以降入学生＞

（集中） 海外課外研修（ボイシー）【2】

ス
ポ
ー

ツ
コ
ー

チ
ン
グ
コ
ー

ス

オリンピック・パラリンピックを考える【2】

卒
業
所
要
単
位
数

（
１
２
４
単
位

）

総
合
教
育
科
目

（
２
８
単
位
以
上

）

（
８
単
位
以
上

）

外
国
語
科
目

必修選択
（８単位以上）

※ERP（Ｐ.74参照）
単位も含む

英語コミュニケーションⅠ（a）【1】　　　　 （秋）    英語コミュニケーションⅠ（b）【1】

英語コミュニケーションⅡ（a）【1】　　　　　 （秋）   英語コミュニケーションⅡ（b）【1】

（
２
０
単
位
以
上

）

視
野
形
成
科
目

必修
（４単位）

Strength Training【2】（休講）

ヘルスデザインコース

スポーツ戦術論（サッカー）【2】

スポーツコーチングコース

専
門
演
習

選択

（
５
０
単
位
以
上

）

「

専
門
科
目

」
・
「

専
門
演
習

」
の
合
計

専
門
科
目

必修選択
（選択した
コースから

２０単位以上
選択）

ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

青少年指導実習（陸上）【1】

専
門
教
育
科
目

（
8
4
単
位
以
上

）

青少年指導実習（サッカー）【1】

（
２
３
単
位

）

専
門
基
礎
科
目

スポーツ戦術論（ハンドボール）【2】

（
１
２
単
位
以
上

）

専
門
基
幹
科
目

Sport Consumer Behavior【2】（休講）

２年次 ３年次

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス

スポーツビジネスコース

４年次１年次

コース共通
必修選択

（１２単位以上）

必修選択
（１６単位以上）

実技科目
コース共通

必修
（１単位）

講義科目
コース共通

必修
（２２単位）

※開講期は年度によって変更になる可能性があります。（通）＝通年科目

（集中）＝集中科目

（春）＝春学期科目

（秋）＝秋学期科目

＊【　】＝単位数

※外国人

留学生の

み対象

※外国人

留学生の

み対象
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５．履修上限単位数 

 

 授業は、授業時間以外の学修を行うことを前提に実施されており、単位は週あたりの学

修時間によって決められています。そのため、履修登録単位数には上限が設けられており、

無制限に単位を修得できるわけではありません。１年間に履修可能な登録単位数は次のと

おり定められていますので、十分注意して登録してください。 

 教職・資格科目の履修の有無により登録単位数の上限は異なります。下の表を確認し、

十分注意して登録してください。 

 

（１） 履修登録単位の上限 

 

◆ 教職・資格科目を履修しない場合の履修上限単位数（2013 年度以降入学生） 

学 年 

科 目 
1 年 2 年 3 年 4 年 

総合教育科目 

専門教育科目 

年

間 
42 42 42 42 

再履修科目（前年度未履修単位含む） 0 ＋7 ＋7 ＋7 

再履修含む場合の上限単位数 42 49 49 49 

 第４年次においては総合教育科目・専門教育科目より４単位以上修得しなければなりませ

ん（第３年次修了までに卒業所要単位を満たしている場合も含みます）。 

 ２年生以降の再履修科目については、７単位を上限とします。 

 半期毎の履修登録単位については上限を設けませんが、下記を目安にして、一方の学

期に履修が偏りすぎることのないよう計画的な学習計画を立ててください。 

 

 教職・資格科目を履修する場合の履修上限単位数（2013 年度以降入学生） 

学 年 

科 目 
1 年 2 年 3 年 4 年 

総合教育科目 

専門教育科目 

年

間 
42 42 42 42 

再履修科目（前年度未履修単位含む） 0 ＋7 ＋7 ＋7 

教職科目 ＋10 

＋24 ＋24 ＋24 資格科目          

（司書・社会教育主事・学芸員など） 
＋12 

教職・資格・再履修含む場合の 

上限単位数 
64 66 66 66 
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 第４年次においては総合教育科目・専門教育科目より４単位以上修得しなければなりませ

ん（第３年次修了までに卒業所要単位を満たしている場合も含みます）。 

 資格科目（図書館司書・学校図書館司書教諭・社会教育主事・博物館学芸員）については、

「教職・資格・再履修を含む場合の上限単位数」内であれば、上限はありません。 

 １年生は，教職科目１０単位（資格科目１２単位）を上限とします。 

 ２年生以降の再履修科目については、７単位を上限とします。 

 半期毎の履修登録単位については上限を設けませんが、次の表を目安にして、一方の

学期に履修が偏りすぎることのないよう計画的な学習計画を立ててください。 

 

（２）半期履修上限の目安 

【春学期】２２単位 【秋学期】２２単位 

 

 上記単位数はあくまで上限の目安です。どちらか一方の学期に履修単位が集中しない

よう計画をたて、上記の目安を参考にして、春学期科目単位数＋秋学期科目単位数＋

通年科目単位数が４２単位を超えないように履修してください。 

 

 履修単位の計算方法は以下のとおりです。 

春学期授業科目

の履修単位数 
＋ 

秋学期授業科目

の履修単位数 
＋ 

通年授業科目

の履修単位数
≦ 

年間履修上限

単位数 

 

（３）再履修とは 

 以下に示す条件において、その不足単位数を補填するために履修することを言います。 

 履修登録をした科目を履修した結果、不合格（D 及び E 評価）となった単位数 

 履修登録上限単位数まで履修登録せず、未登録となった単位数 

 

再履修単位 

1 年次 
（1年次配当単位合計） － （修得済卒業所要単位） 

    42 単位 

2 年次 
（1年次配当単位合計） － （修得済卒業所要単位） 

    42 単位 

3 年次 
（1・2年次配当単位合計） － （修得済卒業所要単位） 

84 単位 

4 年次 
（1・2・3年次配当単位合計）－（修得済卒業所要単位） 

132 単位 

 

（４）卒業保留者の注意点 

 単位不足で卒業保留となった者は、次頁の表のとおり、未修得単位数により登録可能単

− 14 −
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位数が異なるので注意してください。 

 

 

 

 

 

６． 時間割作成手順 

 

◆ １年生の時間割は以下のような手順で作成しましょう。 

※あくまでも参考です。その年の開講曜日・開講時限（時間割）にならって履修してくだ

さい 

 

（１）「スポーツ健康学入門」・「スポーツ実習入門」を入れる。 
はじめに、クラス指定されている上記必修科目を時間割表に埋め込んでください。 

 

（２）“外国語科目”を入れる。 

「総合英語」で外国語科目を履修する場合は、クラスの指定に従って、時間割表に埋め

込んでください。会話力を磨きたい方や、将来留学を考えている方は「英語コミュニケー

ション」や ERP 科目（Ｐ.74 参照）を履修することをお勧めします。外国語科目群の中で、

２年次までに８単位以上修得できるように計画して履修してください。 

 

＜外国人留学生＞ 

外国人留学生は、卒業までに日本語６単位＋英語２単位の計８単位を修得する必要があ

ります。１年次は以下の表に従って履修してください。 

 

日本語 英語 

４科目（４単位）必修 

日本語１-Ⅰ・１-Ⅱ・２-Ⅰ・２-Ⅱ 

２科目（２単位）選択  

総合英語Ⅰ(a)(b)・Ⅱ(a)(b)・ 

英語コミュニケーションⅠ(a)(b) 

  

 ※英語は２年次以降の履修でも可能です。 

※「日本語」及び「総合英語」を履修する際は、指定されたクラスで授業を受けること。 

 

（３）必修科目を入れる。 

視野形成科目の中にある「スポーツとキャリア形成」や必修に指定されている専門基礎

科目（「生理学」、「機能解剖学Ａ」、「スポーツ哲学」、「スポーツ社会学」、「ヘルスデザイン

論」、「スポーツ心理学Ａ」、「スポーツ史」、「スポーツビジネス論Ⅰ」、「スポーツコーチン

グ論Ａ」）を時間割表に埋め込んでください。スポーツ健康学の基本的知識修得を目的とし

ていますので、１年次にできるだけすべての科目の単位を修得し、２年次以降の学習の準

備となるようにしてください。 

 

（４）“専門基幹科目”を入れる。 

２～４科目程度履修するのが望ましいでしょう。興味のあるコースがある人は下記を参

考にしながら履修してください。複数のコースに興味を持っている人はそれぞれから１科

目ずつ履修するなど工夫すると良いでしょう。 

未修得単位 

24 単位以内 

年間登録可能単位数 42 単位 

（教職・資格科目を含める場合は 66 単位） 

未修得単位 

25 単位以上 

年間登録可能単位数 66 単位 

（教職・資格科目を含める場合も 66 単位） 
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第７章 

進級・成績 
 

１．進級要件 

 

 下記「進級に関する規程」の条件を満たすと進級（４年生の場合は卒業）となります。 

 

進級に関する規程（スポーツ健康学部） 

 

第１条 第１年次から第２年次へ進級する者は、第１年次修了までに２０単位以上を修得

しなければならない。ただし、入学前に他大学で取得した単位を卒業所要単位と

して認定された場合は、認定単位の他に本学において卒業所要単位となる４単位

以上を修得した上で前記要件を満たさなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次へ進級する者は、第２年次修了までに４０単位以上を修得

しなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次へ進級する者は、第３年次修了までに次の要件を満たした

上で、８０単位以上を修得しなければならない。 

（１） 外国語科目         ６単位 

（２） スポーツ健康学入門     ２単位 

（３） スポーツとキャリア形成   ２単位 

（４） スポーツ実習入門      １単位 

（５） 専門基礎科目（講義科目）  １６単位 

 

第４条 ４年次においては、４単位以上を修得しなければならない。また、第３年次修了

までに卒業所要単位を満たしている場合も同じ扱いとする。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

付 則 

１ 本規程は、２０１８年４月１日から施行し、２０１８年度１年次入学生から適用する。
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２． 卒業要件 
 

卒業は、４ヵ年（最長８ヵ年）在籍し、下記卒業要件を満たした者に対して認められま

す。 

 卒業要件単位 

科目分類 

総合教育科目 専門教育科目 

外国語科目 視野形成科目
専門基礎 

科目 

専門基幹 

科目 
専門科目 専門演習 

必要 

単位数 

８単位以上 ２０単位以上 ２３単位 

（必修） 

１２単位以上

（必修選択）

選択したコースから 

２０単位以上 
選択 

２８単位以上 
５０単位以上 

８４単位以上 

卒業所要 

単位数 
１２４単位 

 

３．修業年限および在学年限 

 

 本学の修業年限は４ヵ年です。また、休学期間を除き、本学に８ヵ年を超えて在学する

ことはできません。なお、春学期に在学し、秋学期に休学・退学及び除籍になった場合の

在学期間は０.５年となります。 

 また、２年次転・編入者の在学できる期間は６ヵ年、３年次転・編入者の在学できる期

間は４ヵ年となります。 

 

４．早期卒業について 

 
以下の条件を満たす者に３年次の学位授与（早期卒業）を認めています。 
 
 本学部に３年以上在学し、卒業の要件として各学部が定める単位を優秀な成績をもっ

て修得したと認められる者とする。ただし、再入学（復学・復籍）、転・編入学および

転籍した学生は、早期卒業の対象とならない。 
 本学部の定める卒業所要単位のうち、９割以上が A 評価以上（ただし、R、S、P 評価

は含まない）であること。 
 ３年次終了時点の卒業所要単位対象履修科目における GPA が３．０以上であること。 

（詳細は、『法政大学早期卒業に関する規則』参照） 
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